
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

去る平成 22 年６月 15 日に、十日市場団地７街区集会所において十

日市場団地地区別計画第２回策定委員会（委員長：村上十日市場団地連

合自治会長）を開催しました。 

  

今回は、第１回の策定委員会における検 

          討内容を振り返りつつ、地域における課題 

          についてすでに行っていることや今後取り 

組めそうなことなどを、課題ごとにグルー 

プで討議しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十日市場団地地区別計画策定委員会通信 №2 

十日市場団地地区別計画

策定委員会 

平成２２年９月１日発行 

みどりのわ･ささえ愛プラン地区別計画策定に向けて第 2 回委員会を開催しました。

今回検討した課題 
 

 

 

 

以前に比べ高齢化が進み、単

身世帯も多くなっています。 

高齢者について 
 

子育て世代の転入などにより、

こどもも増えてきています。 

子育て・こどもについて 

孤独死 

見守り 

地域活動 

子育て支援 

いじめ 

子ども会 

個人情報保護

担い手 つながり 

不登校 



 

  すでに取り組んでいること 今後取り組めそうなこと 

高
齢
者 

・ 民生委員による訪問事業 

・ 回覧板をドアノブにかける 

・ ポストが郵便物でいっぱいになって

いる場合の安否確認 

・ 日ごろのあいさつや立ち話 

・ 老人会や地域の集まりの参加を、人づ

てに呼びかけ 

・ 年末助け合い時に 70 歳以上の単身

高齢者を把握 

・ 班ごとで、安否を確認する方法等を検

討し、隣が見える団地の強みを活か

す。 

・ 「老人会」をもっと参加しやすい名称

に変更したらどうか。 

・ 個人情報保護の観点から役員だけに

名簿閲覧を限定。その代わり、電話番

号などの必要情報を把握できるよう

にしてはどうか。 

・ 子どもとの交流の場を設ける。孫と交

流するような感覚で参加しやすい。 

乳
幼
児 

・ 生後４か月までの「こんにちは赤ちゃ

ん訪問」（家庭訪問） 

・ 区役所による赤ちゃん教室の実施 

（第一子、０歳対象） 

・ 地域子育て支援拠点いっぽ、十日市場

地域ケアプラザ、保育園での事業 

子
ど
も
会
（小
学
生
） 

・ 行事についての話し合いの実施 

・ 任意加入から強制加入への変更 

・ 知っている子どもへの声かけ 

・ 子ども会同士の横のつながり（子ども

会連絡協議会） 

・ 子ども会活動に対する自治会の支援 

子
育
て
・こ
ど
も 

中
学
生 

・ 社協主催の中学生ボランティア活動

の実施 

・ いじめを行なっていそうな様子を見

かけたら声かけをしている。（ただ、

『うるせえ』と言われたりして、後が

怖いとの意見もあり。） 

・ 世代を超えた交流 

（子どもと高齢者、乳幼児と子ども

会、卒業生と子ども会、中学生ボラン

ティアの活動など） 

・ 自治会と子ども会とのさらなる連携 

・ 子ども会に参加できない子どもへの

サポート 

・ いじめなどに対して地域で問題解決

していくために、こどもに声かけをし

ていければよい 

 

 

 

 

次回の地区別計画策定委員会では、十日市場団地地区別計画（素案）を策定していきます。 

 

【第２回 十日市場団地地区別計画策定委員】 

 

 

  

 

 

 

（五十音順、敬称略  ○は委員長） 

 

 

グループ討議では、このような意見が出されました 

策定委員会の今後のすすめかたについて 

 

 

＜連絡先＞ 

十日市場団地地区別計画策定委員会 

事務局 TEL：９３０－2431 

（緑区 こども家庭支援課長 ） 

石原 笑美子    岩崎 澄子    梅田 由香 

大熊 美和子    岡崎 三雄    川隈 やす子 

小林 冨美子    白田 邦彦    大門 正代 

平井 仁女     本田 富男   ○村上 禎介 

 


